　　　　　　

　　　　　　　　

　

　　


［参加対象］　　　　　 県民、福祉団体・福祉施設等関係者

　　　　　　　　　　　　　市町・県保健福祉事務所等行政担当者、　　その他希望者
〔主催・問合せ等〕 　三重県健康福祉部障害福祉室　　　
tel:059-224-2273　fax:059-228-2085　　　Ｅ－メール：shoho@pref.mie.jp　　　
ベーシック･インカム宣言　　　　　　　　　
　ベーシック・インカム研究会

　人の命は大事だと誰もがいう。であるなら、人の命がお金が無いために奪われることはあってはならない。そうした合意の上に、社会権や憲法２５条だとか、福祉国家というものが築かれたはずだった。ところが実際に行われたことは、人の命の等級付けであり、低く見積もられた命の廃棄であった。そうした分類の政治、廃棄の政治を拒否する。当たり前の、本当に慎ましい要求は、ベーシック・インカムである。全ての人が、その生を営むのに必要なお金を無条件で保障されなくてはならない。生きていくことは支払われるに値する。市民としての義務は、生きることが保障されなくては、果たしようがない。「衣食足りて礼節を知る」とはそういうことだ。

　繰り返しておこう。重要なのは、＜すべてのひとに無条件で＞支払われることである。ベーシック・インカムにおいては、われわれは誰も何者であるかを問われることはない。ひとの生を分断するような序列化はすべて拒否され、あらゆる生のあり様が無条件に肯定される。働いているか否か、男か女か、老いているかいないか、などの差異に基づいて構成された人間のヒエラルキーを拒み、よりラディカルな平等の地平を眼差すことが可能となる。

　ベーシック・インカムの下では、ひとは生存のために必ずしも働かなくてもよい。このように生存のための労働からひとを解放するベーシック・インカムの要求はだから、生存のために労働を強制する資本主義社会の秩序に根源的に敵対しうるものであった。それはまた、支払われる労働から排除されてきた者、不払い労働を強制され―それゆえに拒否し―てきた者など、＜分け前＞を不当に少なくしか／あるいはまったく用意されてこなかった者の、その分け前を登録することによって、そこに不和を生じさせうるものでもある。

　これまで分け前を用意されてこなかった、非正規労働者も、野宿者も、学生も、女も、子どもも、外国人も、ベーシック・インカムを当たり前に要求してゆくこと、分け前なく者がその分け前を登録し、そこに不和を生じさせること。ベーシック・インカムの要求は、それゆえに、政治を私たちの手に取り戻すことなのである。


　　　



　


　障害者自立支援法が施行され、円滑な運用に向けた臨時特別対策が打ち出されましたが、平成２１年度の法施行３年後の見直しをはじめ、地域移行など障害者施策の課題は引き続き残されています。


この時期に当たり、「障害のある人の権利に関する条約」の国連における昨年１２月の採択以降、条約の批准への国内法の整備が必要となっています。この条約に照らすと「障害者自立支援法」はどうするのか、「障害者基本法」はどう変える必要があるのか。同時に、条約で示された「合理的配慮」を現実化する戦略が求められています。また、千葉県における２００６年１０月の「障害のある人もない人もともに暮らしやすい千葉県づくり条例」が２００７年７月から施行されることになっています。


あわせて、地域における自立した生活の継続等を実現する障害者の「所得保障」のあり方について、すべてのひとがその生を営むのに必要なお金を無条件で保障されることという「ベーシック・インカム」（基本所得）の要求がいわれ始めています。


ポスト自立支援法が語られはじめる中で、障がい者のくらしは豊かになるのか、地域で自立した生活は進むのかなど、マクロとミクロの視点（遠近法）を往復しながら、大情況と小情況からみえてくるものについて、関係者を一堂に会して考える機会とします。

















　





　　　　　


　　（１９年度第１回フォーラム）


テーマ「障がい者の地域自立生活を考える」


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２：３０　開場）


日時：７月１６日（月、海の日祭日）１３：００～１６：３０


場所：津市一身田　三重県人権センター　多目的ホール


内容：


講演Ⅰ「障害のある人の権利に関する条約と国内法の整備」


東洋大学教授　　　　  北野　誠一


講演Ⅱ「障害のある人の地域生活に必要な所得保障とベーシック・インカム」


早稲田大学客員准教授　岡部　耕典


鼎談　　「地域生活における相談援助の専門性と危うさ」　　


柳　誠四郎×北野　誠一×岡部　耕典








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














